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第
２6
回 

通
常
総
代
会
議
案

全
議
案
を
原
案
通
り
可
決

　

６
月
２６
日（
木
）田
川
青
少
年
文
化
ホ
ー

ル
に
て
第
２６
回
Ｊ
Ａ
た
が
わ
通
常
総
代
会

を
開
催
し
ま
し
た
。総
代
数
５
４
８
名
中
、

当
日
の
本
人
出
席
１
９
８
人
、議
決
権
行
使

に
よ
る
出
席
３
１
３
名
に
よ
り
総
代
会
の

成
立
が
宣
言
さ
れ
開
会
し
ま
し
た
。

　

議
長
に
は
伊
田
支
所
管
内
の
入
舩
清
氏

が
選
出
さ
れ
、第
１
号
議
案
か
ら
第
６
号

議
案
ま
で
を
上
程
し
、会
場
で
は
様
々
な

ご
意
見
・
ご
質
問
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

全
議
案
は
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

田
中
組
合
長
は
開
会
の
挨
拶
で
、「
令
和

６
年
度
は
、豪
雨
や
記
録
的
な
猛
暑
な
ど

異
常
気
象
が
常
態
化
し
、米
・
麦
・
大
豆
・
野

菜
な
ど
の
農
産
物
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

し
、生
産
者
に
と
っ
て
非
常
に
厳
し
い
年
度

と
な
り
ま
し
た
。生
産
資
材
の
価
格
高
騰

に
よ
り
農
業
経
営
が
圧
迫
さ
れ
る
中
、米

価
が「
令
和
の
米
騒
動
」で
急
騰
し
、政
府

が
備
蓄
米
を
放
出
す
る
異
例
の
対
応
を
取

る
な
ど
、社
会
全
体
に
混
乱
が
生
じ
ま
し

た
。Ｊ
Ａ
た
が
わ

で
は
、県
内
最
高

水
準
の
概
算
金

単
価
を
提
示
し

て
集
荷
に
努
め

ま
し
た
が
、民
間

業
者
と
の
競
争

激
化
に
よ
り
、過
去
最
低
の
集
荷
数
量
と

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、信
用
・
共
済
部
門
の
収
益
減
少
に

加
え
、正
組
合
員
数
や
地
域
人
口
の
減
少

な
ど
、Ｊ
Ａ
経
営
を
取
り
巻
く
環
境
は
依

然
と
し
て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
中
で
も
、計
画
を
上
回
る
当
期

剰
余
金
を
計
上
し
、健
全
な
経
営
を
維
持

し
ま
し
た
。な
お
、出
資
配
当
金
に
つ
い
て

は
、１.０
％
の
割
合
で
配
当
い
た
し
ま
し
た
。

　

令
和
７
年
度
に
つ
き
ま
し
て
、Ｊ
Ａ
グ

ル
ー
プ
で
は
生
産
者
が
将
来
に
希
望
を
持
っ

て
営
農
が
継
続
で
き
る
よ
う
、「
食
料
安
全

保
障
の
確
保
」や「
農
業
関
連
予
算
の
適
正

な
価
格
形
成
」な
ど
を
通
じ
て
持
続
可
能
な

農
業
地
域
の
実
現
に
向
け
、国
・
県
に
対
す

る
積
極
的
な
要
請
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

昨
年
１２
月
に
開
催
し
た
第
４４
回
Ｊ
Ａ
福
岡

県
大
会
で
は
、「
農
業
者
の
所
得
増
大
」「
豊

で
暮
ら
し
や
す
い
地
域
社
会
へ
の
貢
献
」「
地

域
農
業
の
確
立
と
地
域
社
会
に
貢
献
で
き

る
経
営
体
制
の
確
立
」を
柱
に
、各
取
り
組

み
戦
略
の
実
践
を
決
議
し
ま
し
た
。Ｊ
Ａ
た

が
わ
で
は
、こ
れ
ら
の
実
現
に
向
け
た
中
期

方
針
３
か
年
計
画
に
基
づ
き
、役
職
員
一
体

と
な
っ
て
全
力
で
取
り
組
み
、地
域
か
ら
信

頼
さ
れ
、必
要
と
さ
れ
る
Ｊ
Ａ
を
目
指
し
ま

す
。」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

尚
、総
代
の
方
か
ら
の
議
案
に
対
し
て
ご

意
見
・
ご
質
問
の
回
答
に
つ
き
ま
し
て
は
、

次
回
の
グ
リ
ー
ン
ハ
ー
ト
に
て
掲
載
い
た

し
ま
す
。

第
２6
回 

通
常
総
代
会
開
催

第
２6
回 

通
常
総
代
会
開
催

▼

議
長 

入
舩
清
氏

■
第
一
号
議
案

令
和
６
年
度
事
業
報
告
及
び
剰
余
金
処
分
案
に

つ
い
て

（
報
告
事
項
）貸
借
対
照
表
、損
益
計
算
書
、注
記

表
、会
計
監
査
人
に
よ
る「
独
立
監
査
人
の
監
査
報

告
書
」並
び
に
監
事
の
監
査
報
告
書
、部
門
別
損
益

計
算
書
、「
Ｊ
Ａ
た
が
わ
自
己
改
革
取
組
レ
ポ
ー
ト

（
取
り
組
み
報
告
）」に
つ
い
て

■
第
二
号
議
案

「
中
期
経
営
計
画
」の
設
定
に
つ
い
て

■
第
三
号
議
案

令
和
７
年
度
事
業
計
画
及
び
関
連
事
項
に
つ
い
て

（
１
）事
業
計
画
の
設
定
に
つ
い
て

（
２
）自
己
改
革
実
践
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

（
３
）指
導
事
業
に
要
す
る
経
費
の
賦
課
及
び
徴
収

　

   

の
方
法
に
つ
い
て

　

ア
．賦
課
総
額 

９4
万
円

　

イ
．賦
課
方
法 

正
組
合
員 

戸
当
た
り
２
０
０
円

　

ウ
．徴
収
時
期
及
び
徴
収
方
法

　
　

  

令
和
７
年
１２
月
３１
日
ま
で
に
貯
金
口
座
よ
り

　
　

  

徴
収
す
る
。

（
４
）法
人
又
は
団
体
へ
の
加
入
及
び
株
式
の
取
得
、

　

   

出
資
又
は
出
え
ん
に
つ
い
て　

加
入
す
る
法
人
又
は
団
体
の
名
称
及
び
取
得
す
る

株
式
等
は
、農
業
協
同
組
合
、農
業
協
同
組
合
連

合
会
及
び
地
方
公
共
団
体
等
が
主
た
る
構
成
員
と

な
っ
て
い
る
法
人
又
は
団
体
に
限
り
、理
事
会
に
一

任
す
る
。

た
だ
し
、加
入
先
法
人
又
は
団
体
は
、次
回
の
総
代

会
に
報
告
す
る
。

■
第
四
号
議
案

令
和
７
年
度
理
事
報
酬
に
つ
い
て

・
総
額 

年 

４
，７
０
９
万
円
以
内

■
第
五
号
議
案

令
和
７
年
度
監
事
報
酬
に
つ
い
て

・
総
額 

年 

９
１
９
万
円
以
内

■
第
六
号
議
案

役
員
の
補
欠
選
任
に
つ
い
て
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全
議
案
を
原
案
通
り
可
決

　

６
月
２６
日（
木
）田
川
青
少
年
文
化
ホ
ー

ル
に
て
第
２６
回
Ｊ
Ａ
た
が
わ
通
常
総
代
会

を
開
催
し
ま
し
た
。総
代
数
５
４
８
名
中
、

当
日
の
本
人
出
席
１
９
８
人
、議
決
権
行
使

に
よ
る
出
席
３
１
３
名
に
よ
り
総
代
会
の

成
立
が
宣
言
さ
れ
開
会
し
ま
し
た
。

　

議
長
に
は
伊
田
支
所
管
内
の
入
舩
清
氏

が
選
出
さ
れ
、第
１
号
議
案
か
ら
第
６
号

議
案
ま
で
を
上
程
し
、会
場
で
は
様
々
な

ご
意
見
・
ご
質
問
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

全
議
案
は
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

田
中
組
合
長
は
開
催
の
挨
拶
で
、「
令
和
６

年
度
は
、豪
雨
や
記
録
的
な
猛
暑
な
ど
異

常
気
象
が
常
態
化
し
、米
・
麦
・
大
豆
・
野
菜

な
ど
の
農
産
物
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

し
、生
産
者
に
と
っ
て
非
常
に
厳
し
い
年
度

と
な
り
ま
し
た
。生
産
資
材
の
価
格
高
騰

に
よ
り
農
業
経
営
が
圧
迫
さ
れ
る
中
、米

価
が「
令
和
の
米
騒
動
」で
急
騰
し
、政
府

が
備
蓄
米
を
放
出
す
る
異
例
の
対
応
を
取

る
な
ど
、社
会
全
体
に
混
乱
が
生
じ
ま
し

た
。Ｊ
Ａ
た
が
わ

で
は
、県
内
最
高

水
準
の
概
算
金

単
価
を
提
示
し

て
集
荷
に
努
め

ま
し
た
が
、民
間

業
者
と
の
競
争

激
化
に
よ
り
、過
去
最
低
の
集
荷
数
量
と

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、信
用
・
共
済
部
門
の
収
益
減
少
に

加
え
、正
組
合
員
数
や
地
域
人
口
の
減
少

な
ど
、Ｊ
Ａ
経
営
を
取
り
巻
く
環
境
は
依

然
と
し
て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
中
で
も
、計
画
を
上
回
る
当
期

剰
余
金
を
計
上
し
、健
全
な
経
営
を
維
持

し
ま
し
た
。な
お
、出
資
配
当
に
つ
い
て
は
、

１.０
％
の
割
合
で
配
当
い
た
し
ま
し
た
。

　

令
和
７
年
度
に
つ
き
ま
し
て
、Ｊ
Ａ
グ

ル
ー
プ
で
は
生
産
者
が
将
来
に
希
望
を
持
っ

て
営
農
が
継
続
で
き
る
よ
う
、「
食
料
安
全

保
障
の
確
保
」や「
農
業
関
連
予
算
の
適
正

な
価
格
形
成
」な
ど
を
通
じ
て
持
続
可
能
な

農
業
地
域
の
実
現
に
向
け
、国
・
県
に
対
す

る
積
極
的
な
要
請
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

昨
年
１２
月
に
開
催
し
た
第
４
４
回
Ｊ
Ａ
福
岡

県
大
会
で
は
、「
農
業
者
の
所
得
増
大
」「
豊

で
暮
ら
し
や
す
い
地
域
社
会
へ
の
貢
献
」「
地

域
農
業
の
確
立
と
地
域
社
会
に
貢
献
で
き

る
経
営
体
制
の
確
立
」を
柱
に
、各
取
り
組

み
戦
略
の
実
践
を
決
議
し
ま
し
た
。Ｊ
Ａ
た

が
わ
で
は
、こ
れ
ら
の
実
現
に
向
け
た
中
期

方
針
３
か
年
計
画
に
基
づ
き
、役
職
員
一
体

と
な
っ
て
全
力
で
取
り
組
み
、地
域
か
ら
信

頼
さ
れ
、必
要
と
さ
れ
る
Ｊ
Ａ
を
目
指
し
ま

す
。」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

尚
、総
代
の
方
か
ら
の
議
案
に
対
し
て
ご

意
見
・
ご
質
問
の
回
答
に
つ
き
ま
し
て
は
、

次
回
の
グ
リ
ー
ン
ハ
ー
ト
に
て
掲
載
い
た

し
ま
す
。

■
第
一
号
議
案

令
和
６
年
度
事
業
報
告
及
び
剰
余
金
処
分
案
に

つ
い
て

（
報
告
事
項
）貸
借
対
照
表
、損
益
計
算
書
、注
記

表
、会
計
監
査
人
に
よ
る「
独
立
監
査
人
の
監
査
報

告
書
」並
び
に
監
事
の
監
査
報
告
書
、部
門
別
損
益

計
算
書
、「
Ｊ
Ａ
た
が
わ
自
己
改
革
取
組
レ
ポ
ー
ト

（
取
り
組
み
報
告
）」に
つ
い
て

■
第
二
号
議
案

「
中
期
経
営
計
画
」の
設
定
に
つ
い
て

■
第
三
号
議
案

令
和
７
年
度
事
業
計
画
及
び
関
連
事
項
に
つ
い
て

（
１
）事
業
計
画
の
設
定
に
つ
い
て

（
２
）自
己
改
革
実
践
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

（
３
）指
導
事
業
に
要
す
る
経
費
の
賦
課
及
び
徴
収

　

   

の
方
法
に
つ
い
て

　

ア
．賦
課
総
額 

９4
万
円

　

イ
．賦
課
方
法 

正
組
合
員 

戸
当
た
り
２
０
０
円

　

ウ
．徴
収
時
期
及
び
徴
収
方
法

　
　

  

令
和
７
年
１２
月
３１
日
ま
で
に
貯
金
口
座
よ
り

　
　

  

徴
収
す
る
。

（
４
）法
人
又
は
団
体
へ
の
加
入
及
び
株
式
の
取
得
、

　

   

出
資
又
は
出
え
ん
に
つ
い
て　

加
入
す
る
法
人
又
は
団
体
の
名
称
及
び
取
得
す
る

株
式
等
は
、農
業
協
同
組
合
、農
業
協
同
組
合
連

合
会
及
び
地
方
公
共
団
体
等
が
主
た
る
構
成
員
と

な
っ
て
い
る
法
人
又
は
団
体
に
限
り
、理
事
会
に
一

任
す
る
。

た
だ
し
、加
入
先
法
人
又
は
団
体
は
、次
回
の
総
代

会
に
報
告
す
る
。

■
第
四
号
議
案

令
和
７
年
度
理
事
報
酬
に
つ
い
て

・
総
額 

年 

４
，７
０
９
万
円
以
内

■
第
五
号
議
案

令
和
７
年
度
監
事
報
酬
に
つ
い
て

・
総
額 

年 

９
１
９
万
円
以
内

■
第
六
号
議
案

役
員
の
補
欠
選
任
に
つ
い
て

3
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■損益計算書■貸借対照表 　令和６年４月１日から令和７年３月３１日　単位：円令和７年３月３１日　単位：円

１．事業総利益

(1)信用事業収益

(2)信用事業費用

信用事業総利益（(1)－(2)）

(3)共済事業収益

(4)共済事業費用

共済事業総利益（(3)－(4)）

(5)購買事業収益

(6)購買事業費用

購買事業総利益（(5)-(6)）

(7)販売事業収益

(8)販売事業費用

販売事業総利益（(7)-(8)）

（9）保管事業収益

(10)保管事業費用

保管事業総利益（(9)-(10)）

(11)ＣＥ・ＲＣ事業収益

(12)ＣＥ・ＲＣ事業費用

ＣＥ・ＲＣ事業総利益（(11)-(12)）

(13)育苗事業収益

(14)育苗事業費用

育苗事業総利益（(13)-(14)）

(15)福祉事業収益

(16)福祉事業費用

福祉事業総利益（(15)-(16)）

(17)葬祭事業収益

(18)葬祭事業費用

葬祭事業総利益（(17)-(18)）

(19)その他事業収益

(20)その他事業費用

その他事業総利益（(19)-(20)）

(21)指導事業収入

(22)指導事業支出

指導事業収支差額（(21)-(22))

事業管理費

２．事業利益

事業外収益

事業外費用

３．経常利益

特別利益

特別損失

４．税引前当期利益

　　法人税・住民税及び事業税

　　法人税等調整額

５．法人税等合計

６．当期剰余金

７．当期首繰越剰余金

８．土地再評価差額金取崩額

９．当期未処分剰余金　

1,370,541,514

610,508,262

81,785,745

528,722,517

329,103,689

12,704,135

316,399,554

1,759,744,361

1,419,887,348

339,857,013

109,426,630

22,741,916

86,684,714

6,950,535

4,044,457

2,906,078

62,947,000

48,694,611

14,252,389

204,249,775

158,923,281

45,326,494

0

0

0

131,821,993

80,022,902

51,799,091

5,577,654

4,056,529

1,521,125

5,872,987

22,800,448

△ 16,927,461

1,337,699,850

32,841,664

52,599,769

3,539,744

81,901,689

24,616,434

8,246,744

98,271,379

6,275,400

15,287,590

21,562,990

76,708,389

43,642,216

0

120,350,605

科　　　　　　目 前期金額 当期金額

科            目

預            金

貸　　出　　金

 

資 産 の 部 合 計

85,483,862,295

5,474,438,155

92,253,251,053

888,154

649,169,535

344,171,278

1,808,599,031

4,017,511,001

102,243,335

99,175,833,387

83,454,445,713

5,819,299,163

90,654,538,411

4,383,322

590,760,705

295,594,932

1,794,131,416

4,017,511,001

86,955,745

97,443,875,532

97.6 

106.3 

98.3 

493.5 

91.0 

85.9 

99.2 

100.0 

85.0 

98.3 

前期金額 当期金額 対比（％）

資　　産　　の　　部

科　　　　　　目

貯　　　　　　金

負 債 の 部 合 計

純資産の部合計

負債及び純資産の部合計

93,492,278,542

93,611,321,746

180,455,173

298,939,163

190,822,470

328,082,359

121,804,577

94,731,425,488

4,169,434,812

274,973,087

4,444,407,899

99,175,833,387

4,195,914,605

192,395,007

4,388,309,612

97,443,875,532

91,873,442,003

92,011,394,961

172,676,374

317,716,385

160,900,784

267,994,759

124,882,657

93,055,565,920

98.3 

98.3 

95.7 

106.3 

84.3 

81.7 

102.5 

98.2 

100.6 

70.0 

98.7 

98.3 

前期金額 当期金額 対比（％）

負　債　及　び　純　資　産　の　部

１.

２.

３.

４.

５.

６.

７.

信用事業資産

共済事業資産

経済事業資産

雑　資　産　

固  定  資  産  

外 部 出 資

繰延税金資産

１.

２.

３.

４.

５.

６.

１.

２.

信用事業負債

共済事業負債

経済事業負債

雑 負 債

諸 引 当 金

再評価に係る繰延税金負債

組 合 員 資 本

評価・換算差額等

1,454,723,444

609,737,869

42,389,011

567,348,858

342,692,658

13,935,145

328,757,513

1,768,240,644

1,419,733,311

348,507,333

110,156,040

21,960,393

88,195,647

11,554,493

4,859,631

6,694,862

88,572,791

58,571,351

30,001,440

187,831,945

146,977,337

40,854,608

2,807,449

1,757,040

1,050,409

143,683,574

85,449,255

58,234,319

5,900,825

4,496,716

1,404,109

6,504,562

22,830,216

△ 16,325,654

1,386,061,671

68,661,773

70,410,724

916,177

138,156,320

5,357,795

28,106,256

115,407,859

35,342,223

△ 5,726,163

29,616,060

85,791,799

47,555,746

310,267

133,657,812



104

■令和６年度剰余金処分案

■目的積立金の種類及び積立目的、積立目標額、取崩基準

（備考） 
⑴出資配当は年１．０％の割合です。
⑵任意積立金のうち目的のある積立金の種類及び
　積立目的、積立目標額、取崩基準等は次のとおりです。 
⑶次期繰越剰余金には、営農指導、生活・文化改善事業の
　費用に充てるための繰越額4,300,000円が
　含まれています。     
  

１．当期未処分剰余金  

2．剰余金処分額  

　　⑴ 利益準備金  

　　⑵ 任意積立金  

　　　 減損・会計基準変更積立金  

　　　 施設再編整備積立金  

　　⑶ 出資配当金  

3．次期繰越剰余金  

15,400,000

30,000,000

（20,000,000）

（10,000,000）

29,846,756

45,103,849

120,350,605

75,246,756

（単位：円）

（単位：円）

科　　　　　　目 金　　　　　　額

施設再編整備積立金

農業振興支援積立金

180,000,000
 
 

400,000,000
 

100,000,000

 
 100,000,000
 
 

   
 

20,000,000
 

 

会計対応に要した費用を
支出したときに全額を取り崩す

農業支援費用を支出した年度に
取り崩す  
  
  施設再編整備・施設の改廃に伴う
経費が発生した場合に取り崩す  
  

減損および会計基準等変更に対応するため

厳しい農業情勢を踏まえ、農業所得向上のため
の農業支援費用を支出した際に経営への影響
をカバーし、財務基盤の維持向上を図る。

施設の再編整備及び改修に対応するため 
  

種類 積立目的 積立目標額 取崩基準 残高
令和７年３月３１日現在

出資配当金につきましては、７月１日（火）に配当金を口座へお振込み致しましたので、ご確認をお願い致します。

【総収益の内訳】【総費用の内訳】

減損・会計基準
変更積立金 
 

購買費用1.9%
36,167

共済費用0.7%
12,704

信用費用4.3%
81,785

当期利益金4.0%
76,710

事業外ほか1.7%
33,349

葬祭費用
4.2%
80,022

貸出金利息
4.2%
81,529

事業外ほか4.0%
77,216葬祭収益6.9%

131,822

販売他13.6%
261,261

人件費53.3%
1,022,465 購買収益19.6%

376,024

販売他20.6%
395,023

共済収益17.1%
329,104

預金利息
21.3%
409,173

その他信用収益6.2%
119,806

その他事業管理費
16.4%
315,234

60,000,000

 

新役員の紹介

通常総代会の第６号議案（役員の補欠選任）が可決され、総代会終了後の第１回理事会にて、
上原繁幸氏が営農経済担当常務理事として選任されました。

農業と地域の持続的発展を目指すため生産組織の強化を図り、組合員の所得増大・農業
振興の取り組みを行い、組合員・地域の皆様に頼られるＪＡになるように努力いたします。

トピックス
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　令和６年度ＪＡたがわ女性部（部長：田所美恵子）の定期総会が、７月３日（木）に田
川農協本所で開催されました。開会の挨拶では、田所部長より「あまり活動ができていな
い支部もありますが、各部会や行政からのイベント参加要請があれば積極的に参加し
ていきましょう」との挨拶があり、第１号議案から第５号議案の審議が行われ、すべての
議案が承認されました。
　総会終了後には、講演とトークショーが行われ、一般社団法人　家の光協会　松井
涼氏からは、「家の光」の普及拡大に向けた取り組みや持続的な活用方法、日々の暮ら
しに役立つ情報が紹介されました。
　続いて、野菜ソムリエプロの貝田輝子さんによる、「トマトの輝ちゃんと考える防災対
策」として野菜ソムリエ
になったきっかけや、
防災士の資格取得ま
での道のりを、ユーモ
アを交えながら楽しく
お話をしていただきま
した。最後には、採れ
たて野菜をかけたジャ
ンケン大会が行われ、
部員や来賓の皆さん
が参加して大いに盛り
上がり、充実した総会
となりました。

令和６年度 JAたがわ女性部総会令和６年度 JAたがわ女性部総会

  第１号議案
令和６年度活動報告並びに
活動経費明細について

  第２号議案
令和７年度活動計画並びに
活動予算の承認について

  第３号議案
令和７年度会費及び
徴収方法について

  第４号議案
ＪＡたがわ女性部規約の
一部改訂について

  第５号議案
令和７年度役員の承認について

【令和７年度役員体制】【総会議案】

役　職

部　長

副部長

支部長

支部長

支部長

支部長

支部長

支部長

支部長

理　事

理　事

支 部 名

川 崎 支 部

赤 支 部

大 任 支 部

伊 田 支 部

後藤寺支部

福 智 支 部

糸 田 支 部

添 田 支 部

香 春 支 部

川 崎 支 部

香 春 支 部

支部長氏名

田所　美恵子

宮﨑　牧子

浦川　えみ子

山本　洋子

浦田　早苗

山本　ミツ子

廣房　勝江

國武　カオル

村上　文子

吉住　英子

村上　美知子
（敬称略）
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来
て
み
ん
ね
・
か
な
が
わ
通
常
総
会

　

令
和
６
年
度
Ｊ
Ａ
た
が
わ
農

産
物
直
売
所「
来
て
み
ん
ね
・
か

な
が
わ
」（
野
中
栄
藏
会
長
）通

常
総
会
が
７
月
１１
日（
金
）に
本

所
で
開
催
さ
れ
、５９
名
の
会
員
が

出
席
さ
れ
ま
し
た
。第
１
号
議
案

及
び
第
２
号
議
案
を
審
議
し
、全

て
の
議
案
が
承
認
さ
れ
、直
売
所

へ
多
大
な
尽
力
を
収
め
ら
れ
た

１０
名
の
会
員
に
優
秀
出
荷
者
表

彰
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

「
来
て
み
ん
ね
・
か
な
が
わ
」は
、

店
舗
の
活
性
化
及
び
充
実
し
た

品
揃
え
を
図
る
た
め
、４
５
０
名

を
目
標
に
会
員
募
集
し
ま
す
。

ま
た
、生
産
履
歴
の
提
出
・
検
証

及
び
残
留
農
薬
検
査
を
徹
底

し
、安
全
・
安
心
な
農
産
物
商
品

の
提
供
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。本

年
か
ら
Ｊ
Ａ
た
が
わ
公
式
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
も
始
め
ま
し
た
の
で
、直
売

所
で
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
発
信

し
、さ
ら
な
る
お
客
様
増
加
活

動
に
努
め
ま
す
。

直
売
所 

お
盆
前
の
大
売
出
し

　

８
月
１１
日（
月
）・
１２
日（
火
）

に
、農
産
物
直
売
所「
来
て
み

ん
ね
・
か
な
が
わ
」で
お
盆
前

の
大
売
出
し
を
い
た
し
ま
す
。

た
が
わ
地
区
で
採
れ
た
新
鮮

な
野
菜
や
果
物
を
始
め
、鮮

魚
、精
肉
、加
工
品
な
ど
の
大

売
出
し
の
ほ
か
、資
材
館
建
物

内
で
は
お
供
え
用
の
花（
菊
・
鬼

灯
等
）を
販
売
い
た
し
ま
す
の

で
、是
非
ご
来
場
く
だ
さ
い
。ス

タ
ッ
フ
一
同
心
よ
り
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

LINE 公式アカウント
@621mbqew または、QRコードの
読み込みはこちら

▲野中栄藏 会長

場所／ＪＡたがわ農産物直売所　田川市大字夏吉１７７０―３ TEL（０９４７）４６―１２７３

●
営
業
時
間
は
朝
９
時
か
ら
夕
方
６
時
ま
で
で
す
。
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来
て
み
ん
ね
・
か
な
が
わ
通
常
総
会

　

Ｊ
Ａ
た
が
わ
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
部

会（
栁
武
隆
部
会
長
）は
、７
月
３

日（
木
）に
川
崎
集
荷
場
会
議
室

で
中
間
生
産
販
売
会
議
及
び
夏

芽
出
荷
目
合
せ
会
を
開
催
し
、

部
会
員
８
名
、普
及
指
導
セ
ン

タ
ー
１
名
、市
場
１
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

中
間
販
売
会
議
で
は
Ｊ
Ａ
か

ら
春
芽
の
生
産
販
売
状
況
報

告
、普
及
指
導
セ
ン
タ
ー
か
ら

春
芽
の
生
産
概
況
や
管
理
に
つ

い
て
、市
場
か
ら
は
販
売
概
況

や
今
後
の
販
売
に
つ
い
て
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。春
芽
に
つ
い

て
は
３
〜
４
月
の
朝
晩
の
低
温

影
響
に
よ
り
昨
年
に
比
べ
、や
や

下
回
る
数
量
実
績
と
な
り
ま
し

た
。今
後
の
管
理
と
し
て
夏
場

の
高
温
対
策
を
重
点
に
協
議
し

夏
芽
の
数
量
増
加
を
目
標
に
し

ま
し
た
。

　

目
合
せ
会
で
は
、出
荷
方
法
や

出
荷
規
格
に
つ
い
て
入
念
な
打

合
せ
を
行
い
、品
質
の
揃
っ
た
ア

ス
パ
ラ
ガ
ス
の
出
荷
に
向
け
て

確
認
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
部
会
は
生
産
者
１４
名
、栽
培

面
積
２
２
３
ア
ー
ル
で
、出
荷
数

量
は
３０
ト
ン
を
目
指
し
、３
月
上

旬
か
ら
１０
月
下
旬
ま
で
の
出
荷

を
見
込
ん
で
お
り
、さ
ら
に
品
質

の
高
い
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
安
定
出

荷
を
目
指
し
、部
会
員
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
部
会 

中
間
生
産

販
売
会
議
・
夏
芽
出
荷
目
合
せ
会

農機燃料課より農機具等の
修理対応について
農機燃料課より農機具等の
修理対応について

詳しいお問合せは農機燃料課まで　４４－３０３５／４４－３０７２

【農繁期対応期間】
期間／８月１７日(日)～１０月１９日(日)
時間／午前８時３０分～午後５時まで
｠

農繁期対応期間中は、
土・日・祝日を問わず対応致します
農繁期対応期間中は、
土・日・祝日を問わず対応致します
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Ｊ
Ａ
た
が
わ
女
性
部
支
部
活
動

　

各
支
部
の
活
動
と
し
て
、春
か

ら
秋
に
か
け
て
活
発
に
な
る
ゴ

キ
ブ
リ
の
駆
除
を
目
的
と
し
た

「
ゴ
キ
ブ
リ
だ
ん
ご（
ほ
う
酸
団

子
）」作
り
を
実
施
し
、こ
の
活

動
を
通
じ
て
部
員
相
互
の
交
流

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

女
性
部 

支
部
総
会

　

川
崎
支
部（
支
部
長
：
田
所
美

恵
子
）は
７
月
１０
日（
木
）に
川
崎

支
所
２
階
で
、支
部
総
会
を
開

催
し
、部
員
２５
名
が
出
席
さ
れ
、

第
１
号
議
案
か
ら
第
２
号
議
案

ま
で
協
議
し
、す
べ
て
の
議
案
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

田
所
支
部
長
よ
り「
女

性
部
の
平
均
年
齢
が

年
々
高
く
な
っ
て
い
る

中
、知
人
や
友
人
、さ
ら

に
は
娘
や
身
内
に
も
活

動
の
輪
を
広
め
る
こ
と

で
楽
し
さ
や
絆
が
深
ま

り
、部
員
増
加
に
も
繋
が

り
ま
す
。そ
の
結
果
、女

性
部
の
活
動
が
よ
り
一
層

活
発
に
な
る
と
思
い
ま

す
。『
行
事
は
基
本
全
員

参
加
！
』を
目
標
に
、皆

さ
ん
一
緒
に
頑
張
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
」と
挨
拶
が

あ
り
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
に
は
、ホ

ウ
酸
団
子
作
り
を
行
い
、部
員

に
配
布
さ
れ
た
ほ
か
、部
員
の

居
住
地
区
に
あ
る
５
か
所
の
公

民
館
に
も
寄
付
さ
れ
、地
域
貢

献
に
も
つ
な
が
る
活
動
と
な
り

ま
し
た
。

●６月１８日（水）
●７月９日（水）
●７月１０日（木）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・後藤寺支部（猪位金地区）
・・・・・・・・・・・・・福智支部・後藤寺支部（後藤寺地区）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・川崎支部

福智支部 後藤寺支部

川崎支部 後藤寺支部
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児
童
た
ち
が
田
植
え
体
験
に
挑
戦

糸
田
小
学
校
で「
お
米
に
つ
い
て
学
ぼ
う
」学
習
会
を
開
催

　

６
月
１９
日（
木
）、福
智
支
所
管
内

赤
池
地
区
の
組
合
員
太
田
正
仁
氏

の
ご
協
力
の
も
と
、赤
池
福
祉
会
に

所
属
す
る
４
つ
の
保
育
所（
上
野
・

市
場
・
赤
池
・
中
尾
）に
通
う
４５
名
が

「
ヒ
ヨ
ク
モ
チ
」の
田
植
え
体
験
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。こ
の
体
験

は
、農
家
の
方
々
の
苦
労
や
収
穫
の

喜
び
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
で
、農
業

や
食
育
へ
の
関
心
を
高
め
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

子
供
た
ち
は
慣
れ
な
い
田
植
作
業

に
も
か
か
わ
ら
ず
、苗
を
手
に
持
ち

泥
の
感
触
を

楽
し
み
な
が

ら
、ま
っ
す
ぐ

に
植
え
よ
う

と
一
生
懸
命

取
り
組
み
ま

し
た
。

　

７
月
１０
日（
木
）、糸
田
小
学
校
で
、

５
年
生（
３
ク
ラ
ス・
７８
名
）を
対
象

に
、食
育
事
業
の
一
環
と
し
て
学
習

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。学
習
会
で

は
、当
Ｊ
Ａ
営
農
企
画
課
木
村
課
長

が
講
師
と
し
て「
お
米
に
つ
い
て
学

ぼ
う
」を
テ
ー
マ
に
、お
米
の
歴
史
か

ら
米
作
り
の
工
程
、農
業
を
取
り
巻

く
社
会
情
勢（
令
和
の
米
騒
動
、イ

ン
バ
ウ
ン
ド
に
よ
る
需
要
量
な
ど
）

に
つ
い
て
、映
像
を
交
え
な
が
ら
分

か
り
や
す
く
解
説
し
ま
し
た
。

児
童
た
ち
は
ス
ク
リ
ー
ン
に
釘
付

け
に
な
り
な
が
ら
、真
剣
な
表
情
で

話
に
耳
を
傾

け
、学
習
後

に
は
多
く
の

質
問
が
相
次

ぎ
、
お
米
に

対
す
る
生
徒

た
ち
の
真
剣

な
思
い
が
強

く
伝
わ
っ
て

き
ま
し
た
。

赤
池
地
区
で
酒
米
づ
く
り
が
始
動
！

　

福
智
支
所
管
内（
赤
池
地

区
）で
は
、地
域
の
農
業
活
性

化
と
地
元
産
酒
造
米
の
普
及

を
目
的
と
し
た「
ク
ラ
フ
ト
サ

ケ
醸
造
所
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の

取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、福

智
町
役
場
・
Ｊ
Ａ（
福
智
支

所
）・
地
元
農
家
３
件
の
協
力

の
も
と
酒
米
栽
培（
２　

程

度
）を
開
始
致
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
た
が
わ
育
苗
セ
ン
タ
ー

で
育
て
ら
れ
た
酒
造
り
専
用

品
種「
夢
一
献
」や「
山
田
錦
」の

田
植
え
作
業
を
６
月
中
旬
に
行

い
、今
年
か
ら
新
た
に
酒
米
栽

培
へ
と
挑
戦
す
る
試
み
で
す
。

「
夢
一
献
」は
福
岡
県
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
酒
米
品
種
で
、良
質
な
日

本
酒
の
原
料
と
し
て
人
気
が

高
く
、安
定
し
た
収
量
と
酒
造

適
正
を
兼
ね
備
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、無
農
薬
・
化
学
肥
料

無
使
用
で
の
栽
培
を
実
施
し

て
お
り
、雑
草
や
病
害
虫
対

策
が
今
後
の
課
題
と
な
る
と

共
に
、生
育
状
況
や
収
穫
に
も

大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

ha



営農情報

８月は
水稲の病害虫防除・収穫、
大豆の雑草防除についてです。
水稲の病害虫防除・収穫、
大豆の雑草防除についてです。

1. 水稲

2. 大豆（雑草対策）
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　イネカメムシが出穂期に籾の基部（根元）を吸汁し加害することで、養分が玄米に行かず収穫
期になっても穂が直立したままとなり、多発した場合は収量が大幅に下がります。また、斑点米の
原因にもなり品質が低下するため良質米ごよみを参考に、いもち病・ウンカ類の対策と合わせて、
出穂期の防除を徹底しましょう。
　トビイロウンカについては、箱施薬剤の「防人箱粒剤」は田植後、約70日間、幼虫の発生抑制に
効果があります。このため、5月25日植では8月5日頃まで抑制効果が見込まれます。「Dr.オリゼリ
ディア箱粒剤」及び「ビルダーリディアEV」を使用している場合、防人箱粒剤に比べ残効が短いた
め発生に注意しましょう。
　防除は下記の要防除水準を基に、湛水状態で効果の高い薬剤を株元まで届くよう行いましょう。

◇病害虫防除

●落水時期
　粒の充実を良くするため、収穫作業に支障のない範囲で、なるべく遅い時期に落水しましょう。ほ場条件や天候にもよりますが、
収穫10日～1週間前に落水します。遅めの落水は、高温年における白未熟粒の発生をはじめとする高温障害の発生を抑制します。
また、早すぎる落水は、収量及び品質低下の原因となりますので適期管理に努めましょう。
●収穫時期
　収穫は、黄褐色籾の比率が70～80％で、籾水分は24～28％の時期が適期です。早刈りは、青米・未熟粒の混入増加や収量低下の
原因となります。遅刈りは、茶米の発生等で品質が低下するだけでなく、倒伏を助長し、収穫作業に支障をきたしますので適期収穫
に努めましょう。

◇収穫

　アサガオ類やホオズキ類等の難防
除雑草は、初期除草剤散布のみでは不
十分です。下図のとおりに、中期除草
剤散布と中耕・培土を組み合わせて除
草作業を徹底しましょう。

◇難防除雑草

◇イネ科雑草対策
下表のとおりに、状況に応じて除草剤の選定、散布を行いましょう。

表1 トビイロウンカ(秋ウンカ) 要防除水準

飛来第1世代（主要飛来期から約1ヶ月後）　
飛来第2世代（飛来第1世代から約1ヶ月後）
９月末（飛来第2世代から約1ヶ月後）　

10株当たり2頭以上
10株当たり10頭以上
10株当たり100頭以上

イネ科雑草発生時
イネ科雑草多発生時
イネ科雑草+広葉雑草発生時

イネ科雑草発生時 ポルトフロアブルを散布
イネ科雑草多発生時 ポルトフロアブル→ナブ乳剤の順に散布
イネ科雑草+広葉雑草発生時 ポルトフロアブル+大豆バサグラン液剤（混用）

イネカメムシ

※今年の夏も暑くなることが予想されます。熱中症対策を万全として、農作業に取り組みましょう。



生産者紹介

専
業
農
家

渡
邉
　
親
さ
ん（
64
）

わ
た
な
べ

ち
か
し

【
伊
田
支
所
管
内
】

親さん、農
業者として

今後の農業
や地域の発

展のため

益々のご活
躍をお祈り

いたします
。

インタビュ
ーのご協力

ありがとう
ございまし

た。

　「
小
学
生
の
頃
か
ら
、田
へ
出
向
く
父
の
背
中

を
見
て
育
ち
、自
然
と
農
作
業
を
手
伝
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
も
兼
業

農
家
と
し
て
農
業
を
続
け
て
い
ま
し
た
が
、父

が
亡
く
な
っ
た
こ
と
を
機
に
、農
家
と
し
て
父
の

思
い
を
引
き
継
ぐ
こ
と
を
決
意
し
ま
し
た
」と

話
す
親
さ
ん
は
現
在
、近
隣
の
田
も
担
い
、主
食

米
1.4　

、Ｗ
Ｃ
Ｓ（
飼
料
用
米
）３.６　

、合
計
5　

作
付
け
し
て
い
ま
す
。

　「
苗
を
準
備
す
る
と
こ
ろ
か
ら
収
穫
ま
で
、す

べ
て
の
段
取
り
を
一
人
で
や
っ
て
い
ま
す
。毎

日
、管
理
の
こ
と
で
頭
が
い
っ
ぱ
い
で
す
」と
苦

労
話
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
農
業
を
や
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
う
事
を
尋
ね

る
と

　「
一
生
懸
命
に
管
理
し
て
育
て
た
作
物
が
、ご

近
所
の
方
々
に
感
謝
さ
れ
る
事
や
、丹
精
込
め

て
実
っ
た
お
米
を
口
に
す
る
時
、農
業
を
や
っ
て

い
て
良
か
っ
た
と
感
じ
ま
す
」

　
最
後
に
ひ
と
こ
と

　「
農
繁
期
は
３
人
の
子
供
た
ち
が
必
ず
手
伝
っ

て
く
れ
る
た
め
、本
当
に
助
か
っ
て
い
ま
す
。高

齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、住
み
慣
れ
た
こ
の
風

景
に
あ
る
田
を
絶
や
さ
な
い
よ
う
、こ
れ
か
ら

も
管
理
し
て
い
く

こ
と
が
目
標
で

す
。ま
た
、消
防
団

で
分
団
長
と
し
て

地
域
に
貢
献
で
き

る
こ
と
に
喜
び
を

感
じ
て
い
ま
す
。

７０
歳
で
退
団
と
な

る
の
で
、そ
の
後
は

妻
と
旅
行
に
行
く

こ
と
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。」と

笑
顔
で
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

生
産
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

生
産
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ーha

ha

ha
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忘れない　あなたにもらった　その笑顔
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インフォメーション

理
事
会
報
告

理
事
会
報
告

令
和
７
年
６
月
２６
日（
木
）

令
和
７
年
５
月
末
実
績
報
告

事
務
ミ
ス
等
発
生
状
況
の
月
例
報
告

組
合
員
加
入
脱
退
報
告

令
和
７
年
産 

麦
集
荷
実
績
報
告

令
和
７
年
度 

米
出
荷
契
約
状
況
報
告

常
務
理
事
の
選
任
に
つ
い
て

理
事
会
の
招
集
権
及
び
議
長
の

代
理
順
位
に
つ
い
て

令
和
７
年
度 

理
事
報
酬
の
配
分
に
つ
い
て

借
入
金
の
最
高
限
度
額
に
つ
い
て

（
最
高
限
度
２０
億
円
以
内
と
す
る
）

令
和
７
年
度 

貸
付
金
利
率
の

最
高
限
度
に
つ
い
て（
年
１０
％
以
内
と
す
る
）

令
和
７
年
度 

信
用
の
供
与
等
の

最
高
限
度
額
に
つ
い
て

県
庁
常
例
検
査
指
摘
事
項
に
対
す
る

改
善
状
況
の
報
告
に
つ
い
て

業
務
報
告
書
の
提
出
に
つ
い
て

デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
誌
に
つ
い
て

労
組
要
求（
夏
季
手
当
）に
つ
い
て

【
報
告
事
項
】

【
付
議
事
項
】

（　）（　）（　）（　）（　）（　）（　）（　）（　）（　）（　）（　）（　） （　）（　） 一二三四五一二三四五六七八九十

親
子
料
理
教
室

親
子
料
理
教
室

Ｊ
Ａ
た
が
わ
女
性
部



みんなの広場

ヨコのカギ

タ
テ
の
カ
ギ

二重マスの文字をA～Eの順に並べてできる言葉は何でしょうか?
出題●ニコリ

月
号
の
答
え 

▼ 

ネ
ガ
イ
ゴ
ト

★応募方法

★締切日
8月15日（金）

クイズの答えが分かった方は、ハガキに
左記の項目をご記入のうえ、JAたがわ
総務部管理課までお送りください。
抽選で粗品進呈。発表は、粗品発送に
てかえさせていただきます。

〒825-8588
田
川
市
伊
田
３
５
５
０

田
川
農
業
協
同
組
合

　
　
　
総
務
部
管
理
課

85①クイズの答え

②住所
③お名前
④年齢　⑤ご職

業

⑥電話番号

⑦本誌への要望
・

　感想をお書き
添え

　ください。

頭の体操
パズルで

健 康 百 科
＊ けんこうひゃっか ＊

今
月
の一
句

蜩や　
　無人の駅の　
　　夕間暮れ

太田　輝久

ゆらゆらの　
　金魚の尾びれに　
　　和まされ

原田　祥二郎

14

７

　
夏
は
暑
さ
や
湿
度
で
食
欲
が

落
ち
や
す
い
季
節
で
す
。暑
く

な
る
と
食
欲
不
振
に
な
り
、ア

イ
ス
、ゼ
リ
ー
な
ど
冷
た
く
て

喉
越
し
が
良
い
も
の
ば
か
り
食

べ
て
い
ま
せ
ん
か
?
し
か
し
、

し
っ
か
り
食
べ
な
い
と
体
力
が

落
ち
て
、夏
バ
テ
や
体
調
不
良

の
原
因
に
な
り
ま
す
。今
回
は
、

夏
の
食
欲
不
振
対
策
に
お
薦
め

の
栄
養
素
な
ど
を
三
つ
ご
紹
介

し
ま
す
。 

■ 

ク
ル
ク
ミ
ン

　
ク
ル
ク
ミ
ン
は
、ウ
コ
ン

（
タ
ー
メ
リ
ッ
ク
）に
含
ま
れ
る

黄
色
の
色
素
成
分
で
す
。胆
汁

の
分
泌
を
促
し
、消
化
機
能
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
働
き
も
あ
る
た

め
、胃
腸
が
弱
り
や
す
い
夏
場

の
食
欲
不
振
に
対
し
て
効
果
が

期
待
で
き
ま
す
。ま
た
、抗
酸
化

作
用
も
あ
り
、美
肌
づ
く
り
に

も
お
薦
め
で
す
。タ
ー
メ
リ
ッ

ク
ラ
イ
ス
や
夏
野
菜
の
カ
レ
ー

な
ど
、食
欲
を
そ
そ
る
メ
ニ
ュ
ー

で
ク
ル
ク
ミ
ン
を
取
り
入
れ
て

み
ま
し
ょ
う
。

■ 

カ
リ
ウ
ム

　
カ
リ
ウ
ム
に
は
、体
内
の
余

分
な
塩
分
を
排
出
し
水
分
バ
ラ

ン
ス
を
整
え
る
働
き
が
あ
り
ま

す
。汗
と
と
も
に
失
わ
れ
や
す

く
、不
足
す
る
と
血
流
や
代
謝

が
滞
り
、む
く
み
や
倦
怠（
け
ん

た
い
）感
を
感
じ
た
り
、食
欲
が

落
ち
や
す
く
な
っ
た
り
す
る
た

め
、夏
は
積
極
的
に
取
り
ま

し
ょ
う
。キ
ュ
ウ
リ
、ト
マ
ト
、ス

イ
カ
な
ど
の
水
分
が
多
い
夏
野

菜
や
果
物
に
多
く
含
ま
れ
て
い

る
た
め
、摂
取
し
や
す
い
の
が

特
長
で
す
。ト
マ
ト
と
キ
ュ
ウ
リ

の
塩
も
み
サ
ラ
ダ
な
ど
に
す
る

と
、食
欲
が
な
い
と
き
で
も
カ

リ
ウ
ム
が
取
れ
ま
す
。

■  

亜
鉛

　
亜
鉛
は
、味
覚
を
正
常
に
保

つ
た
め
に
欠
か
せ
な
い
栄
養
素

で
す
。不
足
す
る
と
味
を
感
じ

に
く
く
な
り
、食
欲
が
湧
か
な

い
原
因
に
な
り
ま
す
。ま
た
、肌

や
髪
の
健
康
維
持
に
も
深
く
関

わ
っ
て
お
り
、美
し
い
肌
や
髪

を
保
ち
た
い
方
に
も
お
薦
め
で

す
。カ
キ
、牛
肉
、納
豆
、卵
な
ど

に
多
く
含
ま
れ
て
お
り
、納
豆

卵
か
け
ご
飯
な
ら
料
理
が
苦
手

な
人
で
も
手
軽
に
亜
鉛
が
取
れ

ま
す
。

　
夏
の
食
欲
不
振
は
、栄
養
を

少
し
意
識
す
る
だ
け
で
軽
減
で

き
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。お
い

し
く
食
べ
て
、元
気
に
美
し
く

夏
を
過
ご
し
た
い
で
す
ね
。

① 

国
際
博
覧
会（
万
博
）に
は

　 

―
―
各
国
が
出
展
し
ま
す

③ 

朝
顔
に
―
―
と
ら
れ
て

　 

も
ら
ひ
水（
千
代
女
）

⑤ 

官
の
対
義
語

⑥ 

合
格
を
目
指
し
て

　 

受
け
る
こ
と
も

⑦ 

二
十
四
節
気
の
ひ
と
つ
。

　 

令
和
7
年
は
8
月
23
日
で
す

⑨ 

悪
夢
を
食
べ
る
と
い
わ
れ
る

　 

想
像
上
の
動
物

⑪ 

旧
国
名
の
ひ
と
つ
。

　 

今
の
滋
賀
県
あ
た
り

⑬ 

人
が
並
ん
で
作
る
も
の

⑮ 

コ
イ
ン
―
―
に
荷
物
を
入
れ
た

⑰ 

紙
幣
の
す
か
し
は

　 

―
―
防
止
策
の
ひ
と
つ
で
す

⑲ 

魚
な
ど
の
内
臓
の
こ
と

⑳ 

あ
ぶ
く
。ソ
ー
ダ
水
か
ら

　 

た
く
さ
ん
出
ま
す

　 

半
透
明
で
プ
ル
プ
ル
し
た

　 

洋
菓
子

① ミーンミン、シャワシャワ、カナカナカナ……
② 物事にかかわりを持つこと
③ 代金は今度まとめて払うね
④ 西田佐知子のヒット曲、『コーヒー・――』
⑥ さだまさしの名曲『――流し』で歌われているのは、
　 長崎県などでするお盆の行事
⑧ スイカにかける人もいます
⑩ 2分の1がハーフなら4分の1は
⑫ チョウが吸うもの
⑭ 台木にくっつけたり挟んだりして育てます
⑯ もう一杯、お――!
⑱ 鼻の長い動物

栄
養
士・ダ
イ
エ
ッ
ト
コ
ー
チ

吉
田 

理
江 

（
よ
し
だ 

り
え
）

　
飲
食
店
勤
務
後
、料
理
研
究
家

の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
を
経
て
独
立
。栄

養
指
導
、健
康
・
ダ
イ
エ
ッ
ト
レ
シ

ピ
の
作
成
や
コ
ラ
ム
執
筆
、セ
ミ

ナ
ー
講
師
な
ど
幅
広
く
活
動
中
。

薬
膳
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
や
ア
ン
チ
エ

イ
ジ
ン
グ
料
理
プ
ラ
ン
ナ
ー
な
ど

の
資
格
も
多
数
取
得
。

夏の食欲不振対策で元気に美しく
おいしく食べて美しく 栄養士

吉田　理江
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皆
様
か
ら
頂
い
た
お
便
り
を
一
部
紹
介
い
た
し
ま
す
。

●
ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ
に
よ
る
被
害
が

　

非
常
に
恐
い
の
で
、今
年
も「
防

　

人
」に
期
待
し
て
い
ま
す
。

【
福
智
町
：
Ｓ
・
Ｔ
様
】

●
グ
リ
ー
ン
ハ
ー
ト
は
参
考
に
な
る

　

こ
と
が
多
い
の
で
、拝
読
し
何
か

　

を
必
ず
実
行
し
て
い
ま
す
。こ
れ

　

か
ら
も
毎
号
楽
し
み
に
待
っ
て
い

　

ま
す
。

【
田
川
市
：
Ｙ
・
Ｙ
様
】

●
健
康
百
科
が
と
て
も
役
に
立
っ
て

　

い
ま
す
。

【
福
智
町
：
Ｈ
・
Ｋ
様
】

●
今
年
の
梅
雨
は
昨
年
よ
り
２
０
日

　

ほ
ど
早
く
来
ま
し
た
。こ
れ
か
ら

　

の
挨
拶
は「
毎
日
暑
い
で
す
ね
」が

　

続
き
ま
す
。暑
い
か
ら
と
言
っ
て

　

農
作
業
を
休
む
わ
け
に
は
い
か
な

　

い
が
、作
業
時
間
な
ど
を
考
慮
し

　

健
康
管
理
に
留
意
し
て
頑
張
り

　

ま
し
ょ
う
。

【
糸
田
町
：
Ｔ
・
Ｓ
様
】

●
健
康
百
科「
食
べ
物
で
熱
中
症
対

　

策
と
し
て
、お
す
す
め
の
食
べ
物

　
【
キ
ュ
ウ
リ
、ト
マ
ト
、ス
イ
カ
】が

　

紹
介
さ
れ
、我
が
家
の
ト
マ
ト（
ア

　

イ
コ
）１
株
が
毎
朝
２
〜
３
粒
収
穫

　

が
で
き
る
た
め
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

【
田
川
市
：
Ｎ
・
Ｈ
様
】

《
お
便
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
皆
様
が
読

み
や
す
く
楽
し
め
る
よ
う
な
誌

面
作
り
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。》

他
に
も
た
く
さ
ん
の
お
便
り

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
と
も
Ｊ
Ａ
た
が
わ
広
報
誌

「
グ
リ
ー
ン
ハ
ー
ト
」を

よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

土壌医
藤巻　久志
（ふじまき ひさし）
野菜研究家、土
壌医。種苗会社に
勤務したキャリア
を生かし、土作り
に関して幅広くア
ドバイスを行う。

オクラ（アオイ科フヨウ属）
野菜もの知り百科

土壌医
藤巻　久志

直
売
所 

生
産
者
紹
介

直
売
所 

生
産
者
紹
介

直
売
所 

生
産
者
紹
介

　

現
在
、ピ
ー
マ
ン
、ナ
ス
、キ
ュ
ウ

リ
な
ど
夏
野
菜
を
直
売
所
に
出
荷

し
て
い
ま
す
。ま
た
、ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

は
２
０
０
０
本
、キ
ャ
ベ
ツ
を
１
２

０
０
本
植
え
つ
け
る
予
定
で
、収
穫

で
き
ま
し
た
ら
直
売
所
に
出
荷
い

た
し
ま
す
。去
年
は
白
ネ
ギ
栽
培

に
失
敗
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、今

年
は
全
量
出
荷
で
き
る
よ
う
に
頑

張
り
ま
す
。毎
日
暑
い
中
の
水
や
り

は
大
変
で
す
が
、一つ
ひ
と
つ
丹
精
込

め
て
野
菜
を
作
っ
て
い
ま
す
の
で
、

新
鮮
で
安
心
な
野
菜
を
お
手
に
取
っ

て
い
た
だ
け
る
と
嬉
し
い
で
す
。

石
谷
　
光
信
さ
ん
（
福
智
町 

７6
歳
）

い
し
た
に

み
つ
の
ぶ　

オ
ク
ラ
の
原
産
地
は
ア
フ
リ
カ
北

東
部
で
、語
源
は
現
地
で
呼
ば
れ
て
い

る「
ン
ク
ラ
マ
」だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
で
は「
ん
」か
ら
始
ま
る
名
詞
は

な
い
で
す
が
、ア
フ
リ
カ
に
は
多
く
あ

り
ま
す
。キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
も「
キ
リ

マ
」が
山
、「
ン
ジ
ャ
ロ
」が
白
を
意
味
し

て
い
ま
す
。キ
リ
マ
ン
・
ジ
ャ
ロ
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

米
国
で
は
19
世
紀
初
め
か
ら
広
く
栽

培
さ
れ
、日
本
に
は
幕
末
に
伝
わ
り
ま

し
た
。和
名
は「
ア
メ
リ
カ
ネ
リ
」で
、

ネ
リ
は
ト
ロ
ロ
ア
オ
イ
の
こ
と
で
す
。

オ
ク
ラ
も
ト
ロ
ロ
ア
オ
イ
も
フ
ヨ
ウ
属

（
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
属
）で
花
が
よ
く
似
て

い
ま
す
。

　

日
本
で
多
く
栽
培
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
、高
度
成
長
期
に
入
り
食

の
洋
風
化
が
進
ん
だ
頃
で
す
。品
種
は

ほ
と
ん
ど
が
固
定
種
の
五
角
オ
ク
ラ

で
し
た
。ナ
ス
や
キ
ュ
ウ
リ
な
ど
の
果

菜
類
は
戦
後
に
F
1
化
が
大
き
く
進

み
ま
し
た
が
、オ
ク
ラ
は
だ
い
ぶ
遅
れ

て
1
9
8
0
年
代
に
初
め
て
F
1
品

種
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。出
荷
産
地
で

は
早
生
で
生
育
旺
盛
で
そ
ろ
い
の
良
い

F
1
品
種
が
主
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

家
庭
菜
園
で
は
さ
や
が
丸
い
も
の
や
長

い
も
の
、さ
や
色
が
赤
い
も
の
や
白
い

も
の
な
ど
、い
ろ
い
ろ
な
品
種
が
栽
培

さ
れ
て
い
ま
す
。オ
ク
ラ
の
花
は
野
菜

の
中
で
も
と
て
も
美
し
い
花
の
一つ
で
、

レ
モ
ン
イ
エ
ロ
ー
の
大
き
な
花
弁
と
深

紅
の
花
芯
を
楽
し
む
た
め
に
栽
培
し

て
い
る
人
も
多
い
で
す
。

　

オ
ク
ラ
に
は
滋
養
強
壮
効
果
が
あ

り
夏
バ
テ
予
防
に
有
効
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、オ
ク
ラ
と
い
う
名
の
歌

人
が
い
ま
す
。山
上
憶
良（
や
ま
の
う

え
の
お
く
ら
）で
、『
万
葉
集
』に
は
彼

が
詠
ん
だ「
銀（
し
ろ
が
ね
）も 

金（
く

が
ね
）も
玉
も 

何
せ
む
に 

ま
さ
れ
る

宝 

子
に
し
か
め
や
も
」が
載
っ
て
い
ま

す
。子
ど
も
は
か
け
が
え
の
な
い
宝
物

で
す
。日
本
は
少
子
化
で
危
機
的
状
況

に
な
っ
て
い
ま
す
。オ
ク
ラ
は
栄
養
価

の
高
い
野
菜

な
の
で
、ど

ん
ど
ん
食
べ

て
子
ど
も
の

健
康
の
維
持

と
促
進
に
努

め
た
い
で
す

ね
。



【全体運】
これまでとは違う状況に
戸惑うこともありそうで
すが運勢は良好。一つ一
つ進めていきましょう。家
族を大切に
【健康運】
トイレは小まめに。日焼け
対策に力を入れて
【幸運の食べ物】
シソ

【全体運】
思い通りにならなくても
八つ当たりは禁物。運勢
は下旬から回復。丁寧な
会話を心がけて。友人と
の外出にツキ
【健康運】
頑張り過ぎに気を付けて。
おなかに優しい食べ物が吉
【幸運の食べ物】
エダマメ

【全体運】
変化はあなたの味方で
す。好奇心を発揮して、あ
れこれ試してみましょう。
失敗も成功の母となって
くれます
【健康運】
スポーツや散歩を楽しん
で。体を動かすと快適
【幸運の食べ物】
アシタバ

【全体運】
運勢は穏やか。おいしい
物を食べに行きましょう。
大人数での食事も◎。外
出は近場がお勧め。体験
教室が吉
【健康運】
うっかりのけがに気を付
けて。交通ルールを厳守
【幸運の食べ物】
オクラ

【全体運】
とても勢いがあり大きく
進展。協力してくれる人も
出てきて気持ちも温か
に。目標を絞り込み自信を
持って進めて
【健康運】
体調に合う食材や良い健
康法が見つかる予感
【幸運の食べ物】
トウガン

【全体運】
騒がしかった状況が次第
に収まっていきます。判断
に迷ったら成り行きを見
守って◎。下旬からは積
極的に動いて
【健康運】
喉の痛みに注意。嗜好（し
こう）品はほどほどに
【幸運の食べ物】
葉トウガラシ

【全体運】
人との触れ合いが心に大
きな奇跡をもたらします。
けんかは着地点を考えて
冷静に対応を。バランス
を大切に
【健康運】
熱中症や急な発熱に気を
付けて。外出には帽子を
【幸運の食べ物】
キュウリ

【全体運】
気になることが多そうで
すが力になってくれる人
がいます。1人で考え過ぎ
ないように。情報は出どこ
ろを確認して
【健康運】
水分の取り過ぎに注意。睡
眠はたっぷり取って
【幸運の食べ物】
トマト

【全体運】
好調運。問題は解決に向
かいます。深追いはせず
その場の流れを重視して
動きましょう。先人の知恵
に学んで
【健康運】
肩や首のストレッチを念
入りに。血行促進を
【幸運の食べ物】
葉ショウガ

【全体運】
厳しい状況です。今すぐ
結論を出すのは避けて反
省点、改善点探しを。下旬
には状況が好転。探し物
が見つかりそう
【健康運】
関節痛や打ち身はしっかり
ケアを。車は安全運転で
【幸運の食べ物】
ズッキーニ

【全体運】
運勢は活気があります。
ピンチだと思ったときが
チャンスで良い方向転換
ができます。しっかり状況
を見極めて
【健康運】
体力アップの好機。ス
ポーツも上達の予感
【幸運の食べ物】
レタス

【全体運】
タイミングが合わず二度
手間になることが。ただ遠
回りは悪くありません。普
段の景色を別の方向から
楽しんで
【健康運】
お尻周りは温かく。新陳
代謝を促進して
【幸運の食べ物】
インゲン

今月のあなたの運勢今月のあなたの運勢
牡羊 座
（3/21～４/19）

牡 牛 座
（4/20～5/20

双 子 座
（5/21～6/21）

蟹 　 座
（6/22～7/22）

獅 子 座
（7/23～8/22）

乙 女 座
（8/23～9/22）

天 秤 座
（9/23～10/23）

蠍 　 座
（10/24～11/22）

射 手 座
（11/23～12/21）

山 羊 座
（12/22～1/1９）

水 瓶 座
（1/20～2/18）

魚 　 座
（2/19～3/20）

モナ・カサンドラ★プロフィール
占いを学術的に解析する「ルネ・ヴァン・ダール研究所」の研究生となり、
占星学のロジックを徹底的に解読・探究。コンピュータによるホロスコー
プ作成の道を開いた。現在は執筆活動をはじめ、さらなる占星の研究を重
ねている。 ルネ・ヴァン・ダール研究所 https://www.rene-v.com/

公式ホームページ  https://ja-tagawa.or.jpたがわ

2025年

月8

家族で楽しむおいしい一皿
レシピ提供 ● 料理研究家　和田麻紀子

子どもも喜ぶ
夏の元気をサポートするお手軽メニュー

オクラの豚肉巻き

作
り
方

｜食感も楽しいスタミナレシピ｜

●クミンやコリアンダー、カレー粉などのスパイスをプラス
●トマトや水にさらしたタマネギのみじん切りなど好みの野菜を入れる

厚めに肉を巻いて
ボリューミーに

キュウリのヨーグルトあえ

❶オクラはがくを取り除き、豚肉を端からクルクルと巻き付けて軽く塩・こしょうを振り、味がよく絡むよ
　うに片栗粉を薄く付ける。Aを混ぜ合わせておく。
❷油を引いたフライパンを強火にかけ、①のオクラと豚肉をこんがりと色が付くまで転がしながら焼く。
❸豚肉に火が通り、焼き色が付いたらAを入れて絡める。お好みで食べやすい大きさに切り、千切りに
　した青ジソとミョウガを添える。

｜インドのサラダ「ライタ」をシンプルにアレンジ｜

・・・・・・・・・・・・・・・・・・8本

・・・100g
・・・・・・・・・・・・・少々

キュウリ
プレーンヨーグルト
オリーブ油

塩
こしょう

・・・・・・・・・・・・・・・・1本
・・・大さじ2

・・・・・・・・・・小さじ1

・・・・・・・・・・・小さじ1/2
・・・・・・・・・・・・少々

暑い国・インドで定番の、ご飯にもパンにも合う優
秀な副菜です。キュウリは野菜の中でも水分量が
多く、体を冷やす効果があるといわれています。

ポイント

アレンジ

アレンジ

❶キュウリの皮をピーラーで2、3カ所しま模様にむいて
　乱切りにする。
❷その他の材料を全て加えてあえたら出来上がり。

作
り
方

A／しょうゆ大さじ1、みりん大さじ1、酒大さじ1、砂糖小さじ1

・・・・・・・・・・・・・少々
・・・・・・・・・・・・・・小さじ1
・・・・・・・・・・・・・適宜
・・・・・・・・・・・・適宜

材
料（
2
人
分
）

オクラ
豚肩ロース薄切り
（しゃぶしゃぶ用など）
塩・こしょう

片栗粉 
油
青ジソ
ミョウガ

材
料（
4
人
分
）

オクラはビタミンなどが豊富な上に、加熱しても栄養素
が壊れにくい優秀な野菜です。大人は薬味を添えて味
の変化を付けても楽しめます。

ポイント


